
そ
こ
で
本
稿
で
は
小
倉
豊
文
氏
の
成
果
を
基
本
に
置
き
な
が
ら
、
賢
治
の
信
仰
に
つ
い
て
さ
ら
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
、
色
々
な

仏
教
思
想
が
混
在
し
て
い
る
手
帳
の
記
述
を
分
類
整
理
し
て
、
死
に
直
面
し
て
い
た
賢
治
が
、
法
華
経
と
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
つ
い
て
、

い
か
に
強
い
追
慕
の
念
を
持
っ
て
接
し
て
い
た
か
を
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
小
倉
豊
文
氏
の
『
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
新
考
』
に
よ
っ
て
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
に
不
軽

菩
薩
の
生
き
方
を
思
慕
す
る
賢
治
の
宗
教
的
な
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
研
究
成
果
が
提
示
さ
れ
っ

宮
沢
賢
治
没
後
の
最
初
の
全
集
発
行
の
折
り
に
、
遺
稿
整
理
中
に
発
見
さ
れ
た
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
は
昭
和
六
年
十
月
上
旬
か

ら
、
年
末
か
そ
の
翌
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
考
ら
れ
て
い
る
黒
色
レ
ザ
ー
装
の
小
型
の
手
帳
で
、
賢
治
の
病
床
で
の
心
の
叫
び
が
克
明
に

記
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

つ
あ
篭

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

は
じ
め
に

関
戸
堯

海

(12I)



「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
に
示
さ
れ
る
「
デ
ク
ノ
ボ
ー
の
精
神
」
は
、
法
華
経
の
不
軽
菩
薩
の
信
仰
体
験
を
基
盤
と
し
て
い
る
が
、
法

華
経
と
の
思
想
的
関
連
と
い
う
面
で
特
筆
す
べ
き
は
、
詩
の
次
の
頁
（
六
十
頁
）
に
日
蓮
聖
人
の
本
尊
の
形
態
を
象
徴
し
た
様
式
の
ひ
と

つ
．
塔
両
尊
四
士
」
が
堂
々
と
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
妹
ト
シ
の
病
気
を
契
機
と
し
て
帰
郷
し
た
賢
治
は
、
花
巻
で
羅
須
地
人
協

会
を
設
立
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
法
華
経
信
仰
は
影
を
潜
め
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
華
経
を
千
部
印
刷
し
て
知
己

に
配
布
し
て
ほ
し
い
と
の
賢
治
の
遺
言
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
郷
里
で
の
人
道
的
な
活
動
の
奥
底
に
あ
る
篤
い
信
仰
の
存
在

に
つ
い
て
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
一
般
的
な
仏
教
思
想
に
関
す
る
記
述
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
賢
治
の
宗
教
的
素
養
と
、
島
地
大
等
の
講
義
に
よ
っ
て
法
華
経

と
出
会
う
ま
で
の
熱
心
な
仏
教
徒
と
し
て
の
勉
学
の
日
々
が
、
思
想
的
に
重
要
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
理
解
で
き
る
。

賢
治
の
父
、
政
次
郎
は
熱
心
な
浄
土
真
宗
の
信
者
で
、
賢
治
も
三
歳
の
こ
ろ
か
ら
家
人
が
唱
え
る
「
正
信
偶
」
「
白
骨
御
文
章
」
を
暗

講
し
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
家
庭
教
師
の
米
人
タ
ッ
ピ
ン
グ
夫
妻
に
聖
書
の
講
義
を
受
け
る
な
ど
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
宗
教
的
な
雰
囲
気
の

中
で
育
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
の
「
木
魚
い
ま
や
出
急
に
し
て
」
に
は
「
木
魚
い
ま
や
槌
急
に
し
て
み
経
は
も
三
請
に
入
る
」
「
さ
ら
ば

い
ざ
座
を
解
き
て
脆
し
」
（
一
二
九
～
三
○
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
朋
ら
い
ま
羅
漢
堂
に
て
」
に
は
「
羅
漢
堂
看
経
を
終
え
座
禅
儀

は
足
の
音
に
ま
じ
り
衆
僧
い
ま
廊
を
伝
え
ば
あ
壁
聖
衆
来
ま
す
に
似
た
り
」
（
二
三
頁
）
と
あ
っ
て
、
賢
治
が
病
床
で
青
年
時
代

側
参
禅
と
山
岳
信
仰

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
盟
戸
）

一
、
一
般
的
な
仏
教
思
想

(122)



こ
こ
で
賢
治
は
、
苦
悩
を
克
服
す
る
た
め
に
自
己
を
修
す
べ
き
こ
と
を
説
く
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
他
の
頁
に
は
煩
悩
や
六
根
清
淨
に

つ
い
て
の
メ
モ
も
多
い
。
裏
扉
に
は
、
散
動
し
て
集
中
し
な
い
心
の
様
子
を
示
す
「
散
乱
心
」
や
、
お
ご
り
た
か
ぶ
る
心
「
貢
高
心
」
の

語
が
み
え
、
そ
れ
を
戒
め
る
内
容
の
メ
モ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
凡
ソ
栄
誉
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
…
…
」
に
は
「
凡
ソ
栄
誉
ノ
ア
ル
ト
コ

ロ
必
ズ
苦
禍
ノ
因
ア
リ
ト
知
し
」
（
六
一
～
二
頁
）
と
あ
り
、
「
わ
が
胸
の
い
た
つ
き
…
…
」
に
は
「
わ
が
六
根
清
淨
な
れ
ば
洗
ひ

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
根
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
閨
戸
）

圭
ご
乏
包
。

病
床
で
の
記
録
ら
し
く
「
生
老
病
死
」
の
メ
モ
に
は
「
生
老
病
死
」
「
愛
憎
離
苦
」
な
ど
の
語
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
人
間
の
根
源
的

な
苦
悩
に
つ
い
て
賢
治
は
「
抜
キ
得
ズ
」
と
記
す
が
、
併
せ
て
「
唯
苦
ヲ
抜
ク
コ
ト
ヲ
修
セ
ョ
」
「
唯
苦
ヲ
抜
ク
ノ
大
医
王
タ
レ
」
と
述

べ
、
適
切
な
病
室
の
あ
る
べ
き
姿
を
設
計
し
図
示
し
て
い
る
（
四
七
～
五
○
頁
）
。
仏
教
で
は
名
医
と
し
て
耆
婆
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

法
華
経
寿
量
品
の
「
良
医
治
子
の
職
」
に
よ
れ
ば
、
良
薬
は
法
華
経
で
あ
り
医
王
は
釈
尊
で
あ
り
、
こ
の
点
も
念
頭
に
あ
っ
た
と
推
察
で

に
報
恩
寺
で
参
禅
し
た
こ
と
を
回
想
し
た
場
面
が
記
さ
れ
る
。
報
恩
寺
は
盛
岡
市
北
山
に
あ
る
禅
宗
の
寺
で
、
賢
治
は
大
正
二
年
（
一
九

一
三
）
盛
岡
中
学
校
四
年
生
の
時
に
寄
宿
舎
で
暴
れ
た
た
め
に
追
い
出
さ
れ
、
五
年
生
の
こ
ろ
に
は
北
山
の
清
養
院
や
徳
玄
寺
に
あ
っ
て
、

報
恩
寺
の
住
職
尾
崎
文
英
の
も
と
で
参
禅
し
、
剃
髪
す
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
で
あ
っ
た
。

ま
た
「
剣
舞
供
養
」
（
一
六
三
～
四
頁
）
は
羽
黒
山
に
ま
つ
わ
る
山
岳
信
仰
に
つ
い
て
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
が
、
賢
治
が
伝
統
的
な
土

俗
信
仰
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
花
巻
近
傍
の
「
鹿
踊
り
」
、
江
刺
市
の
「
剣
舞
」
な
ど
の
伝
統
的
な
歌
舞
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

童
話
作
品
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
「
池
峰
山
、
湯
殿
山
・
月
山
・
羽
黒
山
、
巌
鷲
山
（
岩
手
山
）
」
に
「
七
庚
申

五
庚
申
五
庚
申
」
が
配
さ
れ
る
な
ど
（
一
六
五
～
六
頁
）
、
山
岳
信
仰
と
庚
申
信
仰
に
関
す
る
メ
モ
も
存
在
す
る
。

②
煩
悩
の
克
服

(I")



「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

ま
た
病
苦
あ
る
を
知
ら
ず
」
（
九
三
頁
）
と
あ
る
ほ
か
、
法
華
経
安
楽
行
品
と
関
係
す
る
「
賢
聖
軍
破
煩
悩
魔
破
死
魔
破
五
謹
魔
」

（
八
三
・
二
五
頁
）
の
メ
モ
も
あ
っ
て
、
病
床
に
あ
っ
て
も
、
な
お
自
己
の
人
間
的
な
愚
か
さ
を
み
つ
め
て
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

そ
う
と
い
う
賢
治
の
悲
壮
な
ま
で
の
心
情
が
う
か
が
え
る
。

③
諸
天
善
神
・
高
僧
伝

「
他
の
非
を
念
り
て
…
…
」
に
は
「
他
の
非
を
念
り
て
数
ふ
る
と
き
は
さ
な
が
ら
大
な
る
鬼
神
の
ご
と
く
わ
づ
か
に
身
の
非
を
思

へ
る
と
き
は
母
そ
の
う
な
ゐ
を
見
る
に
も
似
た
り
」
（
一
三
～
四
頁
）
と
「
鬼
神
」
の
名
が
み
え
、
「
ロ
マ
ン
ッ
ェ
ロ
」
に
は
「
あ
な
な

っ
か
し
ゃ
こ
は
毘
沙
門
の
お
ん
矢
な
れ
わ
が
身
の
乱
を
あ
は
れ
み
て
お
ん
か
ぶ
ら
や
を
賜
ひ
し
か
」
（
一
五
１
六
頁
）
」
と
「
毘
沙

門
」
の
名
が
あ
り
、
ま
た
「
月
天
子
」
（
一
○
五
～
一
二
頁
）
の
詩
も
あ
る
。

さ
ら
に
「
十
月
廿
日
」
に
は
「
あ
畠
大
梵
天
王
こ
よ
ひ
は
し
た
な
く
も
こ
Ｌ
ろ
み
だ
れ
て
あ
な
た
に
訴
へ
奉
り
ま
す
あ
の
子
は

三
つ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
直
立
し
て
合
掌
し
法
華
の
首
題
も
唱
へ
ま
し
た
如
何
な
る
前
世
の
非
に
も
あ
れ
た
曹
か
の
痛
苦
を
ば

私
に
う
つ
し
賜
は
ら
ん
こ
と
」
（
一
西
～
五
頁
）
と
あ
る
。
賢
治
の
病
室
は
二
階
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
下
に
は
妹
ク
｝
一
の
夫
婦
が
住
ん
で

い
た
ｏ
夫
妻
の
子
の
三
歳
の
フ
ジ
が
病
ん
だ
時
、
そ
の
泣
き
声
に
哀
れ
悲
し
み
「
大
梵
天
王
」
に
祈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
フ
ジ
も
幼
く
し

て
題
目
を
唱
え
た
よ
う
で
あ
り
、
幼
子
の
苦
し
み
を
代
わ
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
賢
治
の
心
が
偲
ば
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
手
帳
に
は
仏
教
守
護
の
諸
尊
が
み
え
る
が
、
日
蓮
聖
人
の
『
日
妙
聖
人
御
書
』
に
「
釈
迦
仏
・
多
宝
仏
・
十
方
分
身
の
諸

（
２
）

仏
、
上
行
・
無
辺
行
等
の
大
菩
薩
、
大
梵
天
王
・
帝
釈
・
四
王
等
、
此
女
人
を
ぱ
影
の
身
に
そ
う
が
ご
と
く
ま
ほ
り
給
ふ
ら
ん
」
と
あ
る

よ
う
に
、
法
華
経
守
護
の
善
神
と
し
て
の
メ
モ
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
伝
教
大
師
」
の
歌
「
み
ま
な
こ
を
ひ
ら
け
ば
ひ
ら
く
あ
め
っ
ち
に
そ
の
七
舌
の
か
ぎ
を
得
た
ま
ふ
」
（
二
六
頁
）

(I24)



小
倉
豊
文
氏
が
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
」
の
詩
に
つ
い
て
「
は
や
く
か
ら
余
り
に
一
般
的
に
有
名
に
な
り
す
ぎ
た
の
で
賢
治
と
い
え
ば
雨
ニ

モ
マ
ヶ
ズ
と
い
う
よ
う
に
短
絡
か
つ
誤
絡
さ
れ
て
し
ま
い
」
と
述
べ
る
よ
う
姥
詩
ば
か
り
が
一
人
歩
き
し
て
し
ま
い
、
詩
の
奥
底
に
込

め
ら
れ
た
賢
治
の
宗
教
的
心
情
に
つ
い
て
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
を
よ
く
示
す
の
が
、
詩
の
次
の
頁
に
記
さ
れ
る
日
蓮

聖
人
の
本
尊
〔
図
１
〕
。
塔
両
尊
四
士
」
（
六
○
頁
）
で
あ
る
。
見
開
き
の
右
側
の
頁
（
五
九
頁
）
は
「
ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ
ク
ニ
モ
サ

レ
ズ
サ
ゥ
イ
フ
モ
ノ
ニ
ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ
」
の
詩
の
末
文
で
あ
る
が
、
詩
と
本
尊
が
同
時
期
の
記
述
で
あ
る
か
は
明
確
で
は
な
い

に
せ
よ
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
」
の
「
デ
ク
ノ
ボ
ー
精
神
」
が
不
軽
菩
薩
の
弘
教
精
神
を
基
調
と
し
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
全
く
無
関
係
と

レ
ズ
サ
ウ
イ
『

に
せ
よ
「
雨
一
三

は
考
え
に
く
い
。

が
記
さ
れ
る
。
こ
の
歌
は
大
正
十
年
に
突
然
上
京
し
た
賢
治
を
心
配
し
て
衷
扉
に
出
て
き
た
父
政
次
郎
と
、
伊
勢
・
比
叡
な
ど
を
参
拝
し

た
折
り
の
創
作
で
あ
る
が
、
『
一
代
聖
教
大
意
』
に
は
「
日
本
之
伝
教
大
師
比
叡
山
建
立
の
時
根
本
中
堂
之
地
を
引
給
し
時
地
中
よ

り
舌
八
あ
る
鋪
を
引
出
た
り
童
と
あ
っ
て
詩
と
の
関
連
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
三
論
教
学
を
大
成
し
、
般
若
経
・
三
論
の
み
な
ら
ず
法
華
経
・
華
厳
経
な
ど
も
講
讃
し
た
「
嘉
祥
大
師
吉
蔵
」
の
メ
モ
も
あ
る

（
一
二
八
頁
）
が
、
質
素
な
僧
道
生
活
を
実
践
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
漢
詩
文
・
和
歌
に
も
通
達
し
て
い
た
深
草
元
政
上
人
の
『
身
延
道

の
記
』
収
録
の
歌
を
手
帳
に
記
し
て
い
る
点
が
特
筆
で
き
る
。
「
何
故
に
砕
き
し
骨
の
な
ご
り
と
ぞ
お
も
へ
ぱ
袖
に
玉
ぞ
散
り
け
る
」

（
一
三
八
頁
）
と
日
蓮
聖
人
の
御
真
骨
堂
に
ま
つ
わ
る
歌
が
記
さ
れ
る
が
、
竹
三
本
を
墓
標
と
す
る
な
ど
清
廉
な
行
き
方
を
貫
い
た
元
政

上
人
を
、
賢
治
が
思
慕
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
閨
戸
）

二
、
日
蓮
聖
人
の
本
尊

(I")



薩
」
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
閨
戸
）

こ
の
点
で
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
は
〔
図
２
〕
の
よ
う
に
他
の
頁
に
も
曼
茶
羅
お
よ
び
題
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
頁
と
一
四
九

～
五
○
頁
で
は
、
ど
ち
ら
も
「
浄
行
菩
薩
」
と
「
無
辺
行
菩
薩
」
が
入
れ
替
わ
り
（
一
五
○
頁
に
は
「
安
立
行
菩
薩
」
が
も
う
一
度
書
か

れ
て
い
る
）
、
〔
図
３
〕
一
五
三
～
四
頁
に
は
「
毘
沙
門
天
」
と
「
持
国
天
」
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
〔
図
４
〕
一
五
五
ユ
ハ
頁
に
は
題
目
・

四
菩
薩
が
列
記
さ
れ
る
。
地
涌
の
菩
薩
は
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
の
順
と
な
る
の
が
普
通
だ
が
「
無
辺
行
菩
薩
」
と
「
浄
行
菩

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
上
行
菩
薩

南
無
浄
行
菩
薩

南
無
無
辺
行
菩
薩

南
無
安
立
行
菩
薩

安
立
行

南
無
無
辺
行
菩
薩

南
無
上
行
菩
薩

南
無
多
宝
如
来

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

南
無
浄
行
菩
薩

南
無
安
立
行
菩
薩

図4 図1

南
無
浄
行
菩
薩

南
無
上
行
菩
薩

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
無
辺
行
菩
薩

南
無
安
立
行
菩
薩

奉
安
妙
法
蓮
華
経
全
品

立
正
大
師
滅
后
七
百
七
拾
年

図2

図5
大
毘
沙
門
天
王

南
無
浄
行
菩
薩

南
無
上
行
菩
薩

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
無
辺
行
菩
薩

南
無
安
立
行
菩
薩

大
持
国
天
王

図3
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同
じ
く
二
七
～
八
頁
に
か
け
て
列
記
さ
れ
る
中
に
方
便
品
か
ら
冥
法
住
法
位
世
間
相
常
佳
と
記
さ
れ
を
『
戒
体
即
身
成
仏
善

に
「
法
華
の
覚
を
得
る
時
、
我
等
が
色
心
生
滅
の
身
即
不
生
不
滅
な
り
。
国
土
も
爾
の
ご
と
し
。
此
の
国
土
の
牛
馬
六
畜
も
皆
仏
な
り
。

草
木
日
月
も
皆
聖
衆
な
り
。
経
に
云
く
是
法
住
法
位
世
間
相
常
崖
と
あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
開
宗
前
の
著
述
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を

要
す
る
が
、
法
華
経
の
仏
因
仏
果
に
つ
い
て
の
結
論
と
し
て
、
方
便
品
に
あ
る
よ
う
に
人
間
・
動
物
・
国
土
・
草
木
も
即
身
成
仏
す
る
と

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
閨
戸
）

②
方
便
品
第
二

二
七
～
八
頁
に
か
け
て
法
華
経
か
ら
短
文
が
列
記
さ
れ
る
中
に
、
序
品
か
ら
「
於
無
漏
実
相
心
已
得
通
達
」
と
記
さ
れ
窪
こ
こ
で

は
特
に
賢
治
の
コ
メ
ン
ト
は
な
く
、
た
だ
経
文
が
八
文
列
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
Ｐ
こ
の
序
品
の
文
は
日
蓮
聖
人
遺
文
に
は
引
用
が
な
い

よ
う
で
あ
り
、
国
柱
会
の
『
妙
行
正
塾
な
ど
を
参
考
と
し
た
と
考
え
ら
れ
を

仙
序
品
第
一

叙
上
の
よ
う
に
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
は
賢
治
の
法
華
経
信
仰
が
随
所
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
手
帳
に
記
さ
れ
る
法
華

経
の
経
文
に
つ
い
て
検
討
し
、
日
蓮
聖
人
の
遺
文
中
の
引
用
と
比
較
し
て
考
え
て
み
た
い
。

さ
ら
に
、
七
七
～
八
頁
に
は
「
為
菩
提
平
賀
ヤ
ギ
」
と
し
て
賢
治
の
伯
母
ヤ
ギ
の
追
善
に
「
題
目
」
が
七
篇
重
ね
て
記
さ
れ
て
お
り
、

〔
図
５
〕
一
三
六
頁
に
は
法
華
経
埋
納
の
希
望
を
記
し
て
経
筒
の
図
を
記
す
が
、
こ
れ
と
同
様
な
記
述
が
一
五
一
～
二
頁
に
も
あ
り
、
さ

ら
に
一
四
三
～
四
頁
に
は
具
体
的
に
埋
経
す
べ
き
山
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
の
随
所
に
題
目

と
曼
茶
羅
本
尊
が
記
さ
れ
て
お
り
、
賢
治
の
信
仰
が
い
か
に
篤
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
法
華
経
の
経
文
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ま
た
手
帳
の
「
病
血
熱
す
と
難
も
…
…
」
（
五
～
十
一
頁
）
に
は
「
血
浄
く
胸
熱
せ
ざ
る
の
日
一
切
を
身
自
ら
名
利
を
離
れ
た
り
と

負
し
童
子
嬉
戯
の
如
く
に
思
ひ
私
に
そ
の
念
に
誇
り
酔
ふ
と
も
」
と
あ
っ
て
、
方
便
品
に
「
子
供
が
た
わ
む
れ
に
砂
を
集
め
て
仏
塔

（
９
）

を
造
り
、
草
木
や
筆
、
も
し
く
は
指
の
爪
で
仏
像
を
描
く
だ
け
で
も
、
仏
道
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
」
と
説
か
れ
る
が
、
健
康
な

日
を
得
た
の
は
名
利
を
克
服
し
、
仏
道
成
就
に
近
づ
い
た
の
で
あ
る
と
の
賢
治
の
自
負
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
「
経
に
云
く

若
人
為
仏
故
乃
至
皆
已
成
仏
道
等
一
芸
。
此
れ
人
界
所
具
の
十
界
些
と
十
界
互
具
の
例
証
と
さ
れ
る
。

説
か
れ
る
一
節
で
あ
る
。

知
如
是
人
自
去

い
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
く
一
モ
ー
八
頁
に
か
け
て
列
記
さ
れ
る
中
に
警
嚥
品
か
ら
「
乗
此
宝
乗
直
至
道
場
」
と
記
さ
れ
強
こ
れ
は
「
二
軍
火
宅
の
瞳

の
偶
文
の
一
節
で
『
大
白
牛
車
書
』
に
「
法
華
経
第
二
の
巻
に
云
く
此
の
宝
乗
に
乗
じ
て
直
に
道
場
に
至
ら
し
む
と
云
云
。
日
蓮
は
建

長
五
年
四
月
二
十
八
日
、
初
て
此
大
白
牛
車
の
一
乗
法
華
の
相
伝
を
申
し
顕
は
せ
り
。
而
る
に
諸
宗
の
人
師
等
雲
霞
の
如
く
よ
せ
来
恩
蝿

中
に
も
真
言
・
浄
土
・
禅
宗
等
、
蜂
の
如
く
起
り
せ
め
た
樫
か
ふ
。
日
蓮
大
白
牛
車
の
牛
の
角
最
第
一
也
と
申
し
て
た
た
か
ふ
。
両
の
角

は
本
迩
二
門
の
如
く
、
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
是
些
と
あ
り
、
日
蓮
聖
人
は
立
教
開
宗
を
「
大
白
牛
車
の
一
乗
法
華
の
相
伝
を
申
し
顕

は
せ
り
」
と
称
し
て
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
を
論
拠
に
法
華
最
勝
の
論
陣
を
張
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

③
警
嚥
品
第
三

側
法
師
品
第
十

手
帳
の
二
七
～
八
頁
に
か
け
て
法
華
経
文
が
列
記
さ
れ
る
中
に
、
法
師
品
の
法
華
経
受
持
の
功
徳
に
つ
い
て
説
か
れ
る
部
分
か
ら
「
当

如
是
人
自
在
処
欲
生
」
と
記
さ
れ
奄
近
い
部
分
の
引
黒
『
得
受
職
人
功
徳
法
門
塗
に
あ
る
が
、
こ
の
経
文
と
同
じ
引
用
は
な

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）
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同
じ
く
法
華
経
文
が
列
記
さ
れ
る
中
に
、
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
か
ら
「
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
」
と
記
さ
れ
奄
勧
持
品
の
二

十
行
の
偶
は
、
八
十
万
億
那
由
他
の
菩
薩
が
仏
滅
後
の
悪
世
に
お
け
る
値
難
忍
受
の
法
華
経
弘
通
を
誓
っ
た
文
で
、
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿

御
書
』
に
「
日
本
国
に
法
華
経
よ
み
学
す
る
人
こ
れ
多
し
。
人
の
め
（
妻
）
を
ね
ら
ひ
、
ぬ
す
み
等
に
て
打
は
ら
る
畠
人
は
多
け
れ
ど
も
、

法
華
経
の
故
に
あ
や
ま
た
る
掻
人
は
一
人
も
な
し
。
さ
れ
ば
日
本
国
の
持
経
者
は
い
ま
だ
経
文
に
は
あ
わ
せ
給
は
ず
。
唯
日
蓮
一
人
こ
そ

よ
み
は
べ
れ
。
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
是
也
。
さ
れ
ば
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
塗
と
あ
る
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
が
法

華
経
弘
通
と
受
難
の
覚
悟
を
決
定
し
た
文
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

手
帳
の
「
快
楽
も
ほ
し
か
ら
ず
」
（
三
七
～
四
○
頁
）
に
は
「
快
楽
も
ほ
し
か
ら
ず
名
も
ほ
し
か
ら
ず
い
ま
は
た
ざ
下
賎
の
癌
躯

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

手
帳
の
二
七
～
八
頁
に
か
け
て
法
華
経
文
が
列
記
さ
れ
る
中
に
、
提
婆
達
多
品
か
ら
「
於
忽
然
之
間
変
成
男
孟
と
記
さ
れ
る
。
こ

の
経
文
は
法
華
経
の
重
要
な
特
色
で
あ
る
「
女
人
成
仏
」
に
つ
い
て
説
か
れ
る
一
節
で
あ
る
が
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
「
経
に
云
く
龍

女
乃
至
成
等
正
覚
等
云
云
。
此
れ
畜
生
界
所
具
の
十
界
些
と
畜
生
界
に
十
界
を
具
す
る
論
拠
と
す
る
な
ど
、
法
華
経
の
救
済
の
普
遍
性

を
示
す
思
想
と
し
て
遺
文
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

⑥
勧
持
品
第
十
三

ま
た
一
二
八
頁
に
は
「
難
信
難
解
科
学
ヲ
習
ヘ
ル
青
年
ノ
」
と
あ
っ
て
、
科
学
を
勉
強
し
て
い
る
青
年
が
仏
教
信
仰
に
入
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
、
病
床
で
し
み
じ
み
メ
モ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
報
恩
抄
』
に
「
此
経
に
指
と
こ
ろ
了
義

経
と
申
す
は
法
華
経
、
不
了
義
経
と
申
す
は
華
厳
経
・
大
日
経
・
浬
桑
経
の
已
今
当
の
一
切
経
な
生
と
あ
る
よ
う
に
、
法
華
最
勝
の
重

要
な
論
拠
と
し
て
遺
文
中
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

⑤
提
婆
達
多
品
第
十
二
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「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

を
法
華
経
に
捧
げ
奉
り
て
…
…
」
と
あ
り
、
ま
た
「
疾
す
で
に
治
す
る
に
近
し
」
（
四
一
～
六
頁
）
に
「
厳
に
日
課
を
定
め
法
を
先
と

し
」
と
い
う
よ
う
な
、
法
華
経
を
先
と
し
身
を
捧
げ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
さ
に
日
蓮
聖
人
の
死
身
弘
法
の
精
神
を
坊
佛
と
さ
せ
る
。

さ
ら
に
「
わ
が
胸
の
い
た
つ
き
…
…
」
（
八
七
～
一
○
四
頁
）
に
も
「
護
法
の
故
に
一
身
を
焼
か
れ
ん
に
そ
の
こ
と
何
の
幸
ぞ
と
」
と

あ
り
、
薬
王
菩
薩
の
焼
身
供
養
も
想
起
さ
れ
る
が
、
勧
持
品
の
護
法
の
精
神
を
下
敷
き
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
。
「
わ
が
胸
の

あ
り
、
薬
王
菩
薩
の

、
安
楽
行
品
第
十
四

癒
離
憂
愁
時
全
治

て
、
三
毒
を
滅
し
三
界

じ
た
「
賢
」
「
聖
」
に
一

世
間
多
怨
難
信
」
に

⑧
従
地
涌
出
品
第
十
五

尊
が
「
地
涌
の
菩
薩
た

で
あ
り
、
賢
治
の
求
道

⑨
如
来
寿
量
ロ
理
手
工
ハ

日
蓮
聖
人
は
如
来
寿
量
品
に
お
い
て
、
釈
尊
の
永
遠
性
（
久
遠
実
成
）
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
釈
尊
滋
後
の
は
る
か
時
を

隔
て
た
末
法
の
凡
夫
も
嘩
仏
で
き
る
と
み
て
、
寿
量
品
を
特
に
重
専
視
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

手
帳
の
八
三
～
六
頁
に
は
「
賢
聖
軍
破
煩
悩
魔
破
五
葱
魔
破
死
魔
凡
愚
者
常
転
展
在
諸
魔
手
中
病
去
恐
怖
時
半

離
憂
愁
時
全
治
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
安
楽
行
品
の
「
賢
聖
の
軍
の
五
陰
魔
・
煩
悩
魔
・
死
魔
と
共
に
戦
う
に
大
功
勲
有
っ

、
三
毒
を
滅
し
三
界
を
出
で
掻
魔
網
を
破
す
る
を
見
て
は
」
の
経
文
に
基
つ
く
と
考
え
ら
れ
電
『
一
代
聖
教
大
童
で
は
煩
悩
を
断

た
「
賢
」
「
聖
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
の
み
鳶
）
「
賢
聖
軍
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
経
文
の
す
ぐ
後
に
あ
る
「
一
切

間
多
怨
難
信
」
に
つ
い
て
は
、
滅
後
の
布
教
が
い
か
に
困
難
か
を
示
す
文
と
し
て
遺
文
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

手
帳
の
一
一
七
～
八
頁
に
か
け
て
法
華
経
文
が
列
記
さ
れ
る
中
に
従
地
涌
出
品
か
ら
昼
夜
常
精
進
以
求
仏
道
故
」
と
記
さ
れ
窪
釈

が
「
地
涌
の
菩
薩
た
ち
は
仏
道
を
求
め
ん
が
た
め
に
、
昼
夜
に
つ
ね
に
努
力
を
か
さ
ね
て
い
る
」
と
弥
勒
菩
薩
に
説
明
し
て
い
る
部
分

あ
り
、
賢
治
の
求
道
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
印
象
的
な
一
節
で
あ
る
が
、
遺
文
中
の
引
用
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

(130)



『
転
重
軽
受
法
門
』
に
「
法
華
経
は
紙
付
に
音
を
あ
げ
て
よ
め
ど
も
（
中
略
）
過
去
の
不
軽
菩
薩
・
覚
徳
比
丘
な
ん
ど
こ
そ
、
身
に
あ

た
り
て
よ
み
ま
い
ら
せ
て
候
け
る
と
み
へ
は
ん
く
れ
。
現
在
に
は
正
像
二
千
年
は
さ
て
を
き
ぬ
。
末
法
に
入
て
は
此
日
本
国
に
は
当
時
は

日
藝
人
み
へ
候
塗
と
あ
る
よ
う
に
不
軽
菩
薩
は
増
上
慢
の
比
丘
か
ら
の
迫
害
に
屈
す
る
こ
と
な
く
法
華
経
を
弘
経
し
た
が
、
そ
こ
に

日
蓮
聖
人
は
法
華
経
の
行
者
の
在
る
べ
き
姿
勢
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
賢
治
も
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
の
「
デ
ク
ノ
ボ
ー
精
神
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
不
軽
菩
薩
の
但
行
礼
拝
の
実
践
に
思
慕
の
念
を
懐
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
手
帳
の
「
山
上
の
堂
の

く
ら
や
み
」
（
二
九
～
二
四
頁
）
に
は
「
あ
る
ひ
は
瓦
石
さ
て
は
ま
た
刀
杖
を
も
っ
て
追
れ
ど
も
見
よ
そ
の
四
衆
に
具
わ
れ
る

仏
性
な
く
て
拝
を
な
す
不
軽
菩
薩
菩
薩
四
の
衆
を
礼
す
れ
ば
衆
は
い
か
り
て
罵
る
や
こ
の
無
智
の
比
丘
い
づ
ち
よ
り
来
り
て

わ
れ
を
礼
す
る
や
我
に
も
あ
ら
ず
衆
な
ら
ず
法
界
に
こ
そ
立
ち
ま
し
て
た
曹
法
界
ぞ
法
界
を
礼
す
と
拝
を
な
し
給
ふ
」
と
不
軽

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

⑩
不
軽
菩
薩
品
第
二
十

手
帳
の
表
紙
の
端
の
鉛
筆
さ
し
に
差
し
込
ん
で
あ
っ
た
小
さ
な
紙
片
に
記
さ
れ
て
い
た
「
塵
点
の
劫
を
し
過
ぎ
て
…
…
」
の
短
歌
に
は

「
塵
点
の
劫
を
し
過
ぎ
て
い
ま
し
こ
の
妙
の
み
法
に
あ
ひ
ま
つ
り
し
を
」
と
あ
っ
て
、
は
る
か
な
時
空
の
は
て
に
、
釈
尊
の
真
実

で
あ
る
法
華
経
に
出
会
う
こ
と
の
で
き
た
喜
び
が
率
直
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
わ
が
胸
の
い
た
つ
き
：
．
…
」
（
八
七
～
一
○
四
頁
）

に
も
「
わ
が
身
熱
し
燃
え
た
れ
ば
こ
Ｌ
ろ
た
晋
久
遠
の
如
来
を
お
も
ひ
わ
が
両
掌
や
鷺
に
合
し
唇
や
息
こ
れ
に
契
ひ
た
れ
ど
も

か
な
し
い
か
な
前
障
い
ま
だ
去
ら
ざ
れ
ば
ま
た
清
浄
の
光
明
な
く
人
を
癒
や
さ
ん
す
べ
も
な
＆
と
永
遠
な
る
釈
尊
を
心
に
念
じ
な

が
ら
も
、
自
身
の
力
が
お
よ
ば
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

な
お
「
木
魚
い
ま
や
畠
急
に
し
て
」
（
一
二
九
～
三
○
頁
）
に
は
「
し
め
や
か
に
木
魚
と
ぎ
ろ
き
い
ま
講
し
出
づ
る
寿
量
品
第
十
六

や
…
…
」
と
報
恩
寺
で
の
参
禅
と
読
経
の
情
景
が
記
さ
れ
る
。
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家
論
』
等
に
引
用
が
あ
る
が
、
詞

⑫
観
世
幸
曼
ロ
薩
普
門
品
第
二
十
五

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

菩
薩
が
ひ
た
す
ら
四
衆
の
仏
性
を
礼
拝
し
た
姿
を
讃
仰
す
る
。
ま
た
「
土
偶
坊
」
（
デ
ク
ノ
ポ
ゥ
と
読
む
か
）
と
題
さ
れ
た
、
病
床
で
劇

の
權
憩
を
し
た
と
思
わ
れ
る
メ
モ
も
あ
る
（
七
一
～
四
頁
）
が
、
そ
こ
に
は
「
ワ
レ
ワ
レ
カ
ウ
イ
ウ
モ
ノ
ニ
ナ
リ
タ
ィ
」
「
土
偶
ノ

坊
石
ヲ
投
ゲ
ラ
レ
テ
遁
ゲ
ル
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
不
軽
菩
薩
の
実
践
行
と
深
く
関
わ
る
記
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

痛
苦
に
耐
え
、
深
く
反
省
し
て

⑬
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八

手
帳
の
「
怨
敵
悉
退
散
」
三
二
～
六
頁
）
に
は
「
わ
れ
に
衆
怨
こ
と
ご
と
く
な
き
と
き
こ
れ
を
怨
敵
悉
退
散
と
い
壷
と
あ
る
が
、

観
音
の
力
を
念
ず
れ
ば
災
難
は
す
べ
て
消
え
失
せ
る
こ
と
を
説
く
観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
一
節
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
遺
文
に
は
直

接
こ
の
部
分
の
引
用
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
観
音
偶
に
つ
い
て
は
『
撰
時
抄
』
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
。
賢
治
は
観
音
を
念
じ
て
病
床
の

痛
苦
に
耐
え
、
深
く
反
省
し
て
自
分
に
「
衆
怨
」
の
な
い
こ
と
を
見
極
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

伽
如
来
神
力
品
第
二
十
一

手
帳
の
一
・
三
頁
に
は
、
法
華
経
を
読
謂
す
れ
ば
、
そ
れ
が
い
か
な
る
場
所
で
あ
っ
て
も
諸
仏
が
悟
り
を
得
る
尊
い
道
場
と
な
る
と
説

く
如
来
神
力
品
の
「
当
知
是
処
即
是
道
場
諸
仏
於
此
得
三
菩
提
…
・
壁
と
い
う
経
文
が
記
さ
れ
、
「
調
息
秘
術
」
（
八
一
～
一
貢
）

に
は
如
来
神
力
品
の
経
文
に
合
わ
せ
た
呼
吸
法
が
記
さ
れ
る
。
賢
治
は
法
華
経
の
祈
り
に
自
己
の
呼
吸
を
託
し
た
の
で
あ
窪
尋
護
国

家
論
』
等
に
引
用
が
あ
る
姥
「
調
息
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

け
の
よ
う
で
あ
港

手
帳
の
二
七
～
八
頁
に
か
け
て
法
華
経
文
が
列
記
さ
れ
る
中
に
、
法
華
経
を
受
持
し
読
調
す
る
者
の
功
徳
を
説
い
た
普
賢
菩
薩
勧
発
品

の
「
是
人
命
終
為
千
仏
授
手
令
不
恐
怖
不
堕
悪
趣
」
と
い
う
経
文
が
記
さ
れ
る
姥
遺
文
の
用
例
は
星
死
一
大
事
血
脈
芝
だ
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「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
は
法
華
経
と
日
蓮
聖
人
に
対
す
る
賢
治
の
篤
い
信
仰
と
思
慕
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
曼
茶
羅
本
尊
の

記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
、
随
所
に
法
華
経
の
教
義
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
そ
の
例
証
で
あ
る
。
賢
治
は
国
柱
会
か
ら
授
与
さ
れ
た

「
佐
渡
始
顕
の
十
界
曼
茶
羅
」
を
病
中
で
も
枕
上
の
書
架
の
中
央
上
段
に
奉
安
し
て
礼
拝
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
手
帳
に
記
さ
れ
る

法
華
経
の
経
文
と
、
そ
れ
ら
が
引
用
さ
れ
る
日
蓮
聖
人
遺
文
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
真
蹟
現
存
・
曾
存
の
遺
文
ば
か
り
で
は
な

い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
で
賢
治
が
愛
用
し
た
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』
（
霊
艮
閣
版
）
お
よ
び
国
柱
会
の
『
妙
行
正
軌
』
、
田
中
智

学
『
本
化
摂
折
論
』
な
ど
の
国
柱
会
の
教
義
お
よ
び
依
用
す
る
遺
文
、
さ
ら
に
は
賢
治
の
法
華
入
信
の
頃
の
「
摂
折
御
文
・
僧
俗
御
判
」

な
ど
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。

ま
た
手
帳
の
一
三
五
頁
に
も
「
高
知
尾
師
ノ
奨
メ
ニ
ョ
リ
ー
、
法
華
文
学
ノ
創
作
名
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ズ
報
ヲ
ウ
ケ
ズ
貢
高
ノ
心

ヲ
離
し
」
と
あ
る
が
、
賢
治
の
法
華
経
信
仰
に
つ
い
て
は
「
法
華
文
学
」
と
称
さ
れ
る
文
学
作
品
全
般
に
つ
い
て
精
査
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
。

註※
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
み
ら
れ
る
詩
・
メ
モ
等
に
つ
い
て
は
『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
（
筑
摩
書
房
・
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
日
発
行
）

第
一
二
巻
（
上
）
に
拠
り
、
そ
の
都
度
（
○
○
頁
）
と
手
帳
の
頁
数
を
表
記
し
た
。

（
１
）
小
倉
豊
文
『
「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
新
考
』
（
東
京
創
元
社
・
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
五
日
発
行
）
分
銅
惇
作
『
宮
沢
賢
治
の
文
学
と
法
華
経
』

（
水
書
房
・
昭
和
五
十
六
年
七
月
十
五
日
発
行
）
等
を
参
照
。

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

お
わ
り
に

(I")



へへへへへ

6 5 4 3 2
レンｰー蛍

へへへへへへへへへへへへへへへへへ

23222120191817161514131211 109 8 7
ーｰーｰーシンーーーｰーーゞ…酉－

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）

『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
以
下
『
定
通
』
と
略
称
）
六
四
七
頁
・
真
蹟
断
簡
。

『
定
適
』
七
二
頁
・
日
目
写
本
。

小
倉
豊
文
前
掲
書
一
四
七
頁
参
照
。

『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
開
結
』
（
以
下
『
開
結
』
と
略
称
。
平
楽
寺
書
店
・
昭
和
三
十
七
年
四
月
八
日
発
行
）
上
段
の
八
一
頁
。

遺
文
中
の
法
華
経
引
用
に
つ
い
て
は
、
浅
井
円
道
『
法
華
品
類
日
蓮
遺
文
抄
』
（
山
喜
房
佛
瞥
林
・
昭
和
六
十
三
年
十
月
十
五
日
発
行
）
を
参

『
開
結
」
一
六
四
頁
。

『
開
結
』
二
二
頁
。

『
定
遺
』
七
○
四
頁
・
真
顔
現
存
。

『
開
結
』
二
五
言

『
定
遺
』
一
四
頁
。

一
五
頁

『
定
遺
』
一
四
二
～
二
頁
。

『
開
結
』
三
一
○
頁
。
な
お
法
華
経
原
典
で
は
「
処
」
を
「
所
」
と
す
る
。

『
定
遺
』
六
二
八
・
六
三
○
頁
。

『
定
遺
』
二
九
四
頁
・
真
蹟
曾
存
。

『
開
結
』
三
五
四
頁
。
な
お
法
華
経
原
典
で
は
「
於
」
の
字
が
な
い
。

『
定
遺
』
七
○
四
頁
・
真
蹟
現
存
。

『
定
遺
』
五
○
八
頁
・
真
蹟
現
存
。

『
開
結
』
四
○
七
頁
。

「
定
遺
』
五
八
～
六
○
頁
・
日
目
写
本
。

「
開
結
』
三
六
四
頁
。

『
定
遺
』
三
二
七
頁

「
開
結
』
三
八
五
頁
。

三
二
七
頁
・

照
0

真
蹟
断
簡
。

。
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『
開
結
』
五
九
四
頁
。

『
定
遺
』
五
二
二
・
三
頁
。
な
お
本
書
に
は
偽
撰
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
宝
陽
「
生
と
死
の
は
ざ
ま
で
」
（
日
蓮
宗
新
聞
社
刊
『
正
法
』
四
三
号
・
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
発
行
）
参
照
。

『
定
遺
」
九
五
～
六
・
一
二
九
頁
・
真
蹟
曾
存
。

『
開
結
』
五
六
一
頁
。

『
開
結
』
五
○
三
頁
。

「
雨
ニ
モ
マ
ヶ
ズ
手
帳
」
に
お
け
る
仏
教
思
想
（
関
戸
）
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